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あらまし  本稿では，コンテンツに付与された意味内容に関するメタデータを活用して，大量コンテンツを２次元上に分類・マッピン

グする新たな手法を提案する．提案手法では，メタデータとしてコンテンツに付随する分類情報と言語情報とを統合的に処理することによ

って，コンテンツ間の関連性とともに分類情報の情報構造を反映したコンテンツの２次元マップを生成する．約 1500 件の新聞記事データ

を用いた予備実験によって提案手法の有効性を検証した． 
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Abstract  This paper presents a new framework of 2D visualization of content space based on classification information 
and textual information. The prominent feature of the proposed method is that content space is mapped into a 2D space such 
that contents can be clustered by each classification category of the classification hierarchy and that the structure of the 
classification hierarchy is reflected in a content map as well as the relevance between contents based on their textual 
information. The design and implementation of the 2D visualization method are introduced, together with preliminary 
experimental results.  

Keyword  Text Mining,，Concept Bace，MDS，Information Visualization，User Interface 
 
1. はじめに  

我々は，より付 加 価 値の高 いコンテンツナビゲーションサ

ービスの実現に向けた取組みの一環として，コンテンツに付

与された意味内容に関するメタデータを活用して，大量のコ

ン テ ン ツ を ２ 次 元 上 に 分 類 ・ マ ッ ピ ン グ す る シ ス テ ム

「AssociaGuide」の研 究 開 発 を進 めている[1][2][6][7]．本

システムでは，インタフェースにマップ表現を採用することに

で，ユーザが大 量 のコンテンツに対し電 子 地 図 を操 作 する

感覚で全 体像を鳥瞰しながら興味あるコンテンツに連続 的

にたどりつけることができる． 

本 システムにおけるコンテンツの分 類 ・マッピング過 程 で

は，コンテンツに付随するジャンルなど分類情 報と，概要 説

明文書など言語情報とを統合的に処理することによって，コ

ンテンツ間の意味内容的な関連性と同時に，与えられた分

類情報の情 報構造を反 映した２次元マップを生成する．分

類情報の情報構造は，２次元マップにおいて巨視的な構造

として陽に表現される．これによってユーザは，２次元マップ

の意味内容的な構造を概観・把握できるようになるメリットが

ある．また，連 続 的 なフォーカスのための指 標 などとして利

用することができる． 

さらに，コンテンツの分類・マッピング処理では，電子地図

のメタファーを考 慮する立 場 から，新規 コンテンツの登録 に

ついては追加 型を前 提としている．すなわち，新規コンテン

ツを新たに登録する場合には，それまでに登録されているコ

ンテンツの２次元座標は全く変えずに新規コンテンツのみを

２次元マップ上に追加的に配置する．これによってユーザが，

本システムを使い続けるなかで，既に閲 覧したコンテンツの

配置場所を記憶したり，配置場所による意味内容の微妙な

差異を視覚的に記憶したりすることができるメリットがある．い

わゆる土地鑑を活かした２次元マップの探索・散策ができる

ようになるのである．これは，インターネットなど，コンテンツが

随時追加されるサービスでは特に有用であろう． 

以 下 本 稿 では，本システムで実 現 している，メタデータを

前提としたコンテンツの分類・マッピング手法を中 心に検 討

を進める．まず，２章で，追加登録を前提としたコンテンツの

２次元マッピング手法について述べる．次に３章で，予備 的

な実 験 の結 果 を報 告 し，４章 でまとめと今 後 の課 題 を述 べ

る． 
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図２： 分類大系の例  図１  提案システムの概念図  
 

2. コンテンツ空間の可視化   G1 
提 案 手 法 では，与 えられた分 類 情 報 の情 報 構 造 ，すな

わちコンテンツの分 類 大系 を反 映した２次 元マップ（以 下 、

基準マップと呼ぶ）をテンプレート的にまず生成し，これにコ

ンテンツを一 つずつ登 録 していく．提 案 手 法 は，分 類 大 系

を参照し，分類大系の最下層ジャンルに対応付けられた一

つないし複 数 の概 念ベクトルを用いて基 準 マップを生 成 す

る過程と，入力コンテンツが与えられた場合に，それに付随

する言語情 報から概 念ベクトルを生成し，分類 情報を考 慮

しながら，入力コンテンツを基準マップに追加的に登録する

過程からなる．図１に提案システムの概念図を示す． 
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 図３： 基準マップの概念図  

2.1. 基準マップの生成  
ここでは，分 類 大 系 の最 下 層ジャンルに対 応 付けられた

概念ベクトルを用いて，与えられた分類 情報の情 報構 造 を

反映した基準マップを生成する．基準マップは，すべての最

下層ジャンルに対応付けられた概念ベクトルから，それら概

念ベクトルどうしの概念空間での距離関係を考慮しつつ，そ

れら概念ベクトルが属するジャンルの深さ方向に関する一致

度合いを同時に勘案して，深さ方向に一致すればするほど，

概念ベクトルどうしが２次元上で互いに近い位置に配置され

るようある制約を設けて配置する．これによって，１階層目が

同 一ジャンルの概 念ベクトルどうしは，２次元 上で互 いに近

い位置に配置されることになる．さらに，２階 層目も同じジャ

ンルに分類される概 念ベクトルどうしは，そのなかでもさらに

近接して配置されることになる．そして，このような分類情 報

の階 層 構 造 に対 応 した概 念 ベクトルのクラスタ化 が最 下 層

ジャンルまで続く２次元マップが生成されることになる．一方，

基準マップでは，概念ベクトルどうしの概念空間での距離関

係を考慮するため，各階 層におけるジャンルのクラスタの周

囲には，内容的に近いジャンルのそれが配置されることにな

る．したがって，分類情報の階層構造と，ジャンルどうしの意

味内容的な関連性とを同時に反映した２次元マップが生成

されることになる．なお，ここで述べた概 念 ベクトルは，日 本

語語 彙体 系における約３０００の意味カテゴリに対する関 連

度を成分とする多次元ベクトルを意味している[3][5]． 

以下，基準マップの生成アルゴリズムについて詳説するが，

ここでは簡 単のため，分 類 情 報 の階 層 構 造 が(すべての枝

で)深さ２の場合を例に説明する．提案アルゴリズムは，深さ

が任 意 の場 合 にも容 易 に拡 張 可 能 である．また，枝 によっ

て深さが異なる場合にも拡張可能である． 

 

１階 層 目 のジャンルを G とし， G に含 ま

れる２階 層 目 のジャンルを G とする．ここで，

は１階層目のジャンル数を， は に含まれる２階

層 目 のジャンル数 を表 す．図 ２に分 類 大 系 の例 を示 す．ま

た，図３に，図２の場合に対応する基準マップの概念図を示

す．図２あるいは図３で，G1 は例えば「ニュース」、G11 およ

び G12 はそれぞれ「政治」「経済」であり、G2 は例えば「スポ

ーツ」，G21 および G22 はそれぞれ「野球」「サッカー」であ

る． 

),,1( ROOTp Np ��

),,1( ppq Nq ��

pN pG

p

ROOTN

２階層目のジャンル G に対応付けられた概念ベクトルの

集合を とする．また，１階層 目 の各ジャンル G について

を次のように定める．また， を次のように定める． 

pq

pqS p

pS S
 

ppNpp SSS ���1�    (1) 

ROOTNSSS ���1�    (2) 

S は２階 層 目 のすべてのジャンル に対 応 付 けられた

概念ベクトル全体の集合である．  
pqG

基準マップの生 成では， S に含 まれる概 念ベクトルを，そ

れら概 念 ベクトルどうしの概 念 空 間 での距 離 関 係 が保 存 さ

れるように多次元尺度法[8]を用いて２次元上に配置するが，

その際 ，前 述 した分 類 情 報 の情 報 構 造 を反 映 するために

概念ベクトルの２次元配置に関してある制約を設ける．すな

わち，次の目的関数 Eを，以下に述べる制約つきで最小化

する問題として定式化する． 
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ここで， は に含まれる概念ベクトル および の概念

空間でのユークリッド距 離を表す．また， d は， および

に対応する２次元座標 および のユークリッド距

離を表す． 

*
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以 下，制 約 条 件 について説 明する．まず，１階 層 目 の分

類 情 報の情報 構 造を基 準マップに反 映するための制 約 条

件として， のすべての異なる組合せ お

よび について次の不等式制約を導入する． 
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     (4) 
ここで， は に含まれる概念ベクトル v の総数 を表す． 

また， は， ( )に属 する概 念 ベクトルたちに対 応

する２次 元 座標の重 心を

n
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とするとき，  
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また， � ( )は ( )に属 する概 念 ベクトル v たち

に対 応 する２次 元 座 標 ( の，重 心 座 標
pS pS �

� pS pS �

, ii yx
i

) )
p

,
p SS yx( (ある

いは ),
pp Sy ��
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( Sx )を中 心 とする２乗 平 均 の平 方 根 を表 す．す

なわち， � は 
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また，式(4)で は１よりも大きな実数を表す． 
pp SS �,�

式 (4)は， および の概 念 ベクトルたちが２次 元 上 で

分離して配置されるようにするための制約である． 
pS pS �

次 に，２階 層 目 の分 類 情 報 の情 報 構 造 を基 準 マップに

反 映 す る た め の 制 約 条 件 と し て ， を 固 定 し

のすべての異 なる組 合 せ および に

ついて，次の不等式制約を導入する． 

p
pq),,1( ppq NqS �� S qpS �

 

0)(),,,,( ,,11, ����
���� qppqqppqqppqqppq SSSSSSnnSS dyxyxg ����  

     (8) 

ここで， ， および ， � は上記と同様

にして定 義される．この制 約 式がすべての に

わたって導入される． 

qppq SSd �, qppq SS �,�
pqS

�
qpS �

p � ROOTN,,1�

式(8)の意 味 も式(4)と同 様であり， S および の概念

ベクトルたちが２次元上で分離して配置されるようにするため

のものである． 

pq qpS �

式 (4)および (8)の不等式制約を同時に満たす２次元

座標 の組であって，式 (3)を最小化する，すなわ

ち概念ベクトルどうしの概念空間での距離関係を最大

限保存するような組を求めることにより，前述した性

質を備えた基準マップを生成する．なお，上記の制約

つき最小化問題は，逐次２次計画法を用いて解くこと

ができる [4]．  

),( ii yx

 

2.2. コンテンツの登録  
ここでは，入 力 コンテンツに付 随 する分 類 情 報 と言 語 情

報から，入力コンテンツを基準マップに追加的に登録する．

以下では、入力コンテンツに付与された(最下層の)ジャンル

が としてアルゴリズムを説明する． pqG
  
（手 順１）コンテンツに付 与された概 要 説 明 文 書あるいは

キーワードなど言語情報を概 念ベースにかけ，コンテンツの

意味内容を特徴付ける概念ベクトルを生成する． 

 

(手順２)ジャンル に対応付けられた概念ベクトル集合

のなかで，入 力コンテンツの概 念ベクトルと概 念 空間で

のユークリッド距離が最も近いもの を求める． v に対応す

る２次 元 座 標 を，入 力コンテンツの２次 元 初 期 座 標

とする． 

pqG

)k

pqS

,( yx

kv k

,( k yx
)

 

(手順３) ( を中心とする十分大きな半径), kk yx r の円領域

をとり， に含まれるすべての を用いて，

次式により入力コンテンツの２次元座標 を移動修正す

る． 

)(rNBk )(rNBk ),( ii yx
), y(x
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ここで， � は)(r r に関する単調 減少 関数であって， r
のとき， は 0 に十分近い値に減少する．また， d は入

力コンテンツの概 念ベクトルと，概 念ベクトル集 合 の要 素

とのユークリッド距離を表し， は に関する単調減少

関数を表す． 

0�

*
i)(r�

S
iv )(uh u

この処理によって，入力コンテンツの２次元座標 は，

「 概 念 空 間 で のユーク リッド 距 離 がよ り 近 い」 ２ 次 元 座 標

の方向に移動させられることになる． 

),( yx

),( ii yx
 
(手 順 ４)手 順 ３の処 理 結 果 の ( を として，), yx �� ),( yx r を

徐 々に小 さくして を小 さくしながら，手 順 ３の処 理 を

繰り返す． が 以外の２次 元 座 標を含まなくな

ったら，この反復処理を終了する． 

)(rNBk
) ,( k yx(rNBk )k

以上の手続きによって，入力 コンテンツは，基準マップ上

の の付近であってかつ周辺の ( との「概念空間

での距 離 関 係を反 映した位 置」に配 置されることになる．ま

たこの配置処理によって，意味内容的に近い(すなわち，概

念ベクトル間のユークリッド距離が小さい)コンテンツどうしは，

基準マップ上で互いに近い位置に配置されることになる．な

お， を単調 減 少させるのは， r のとき，式(9)および

(10)による反復処理で ( の振動を押さえて収束させるた

めである． 

),( kk yx

)(r�

), ii yx
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3. 予備実験の結果  
3.1. 実験に用いたデータ  

実験では，毎日新聞の記事データ(1995 年 1 月発行分)

を評価用コンテンツとして，分類大系の階層の深さが１の場

合に予備評価を行った． 

毎 日 新 聞 の各 記 事 データには，掲 載 面 種 別 コードが付

与されており，これを記 事データの分 類 情 報として用 いるこ

ととした．掲載 面種 別コードが国際，経 済，家 庭，文化，芸

能，スポーツ，社会であるものから，計 1,502 の記事データ

を選に実 験を行った．表１にそれぞれの記 事データの件 数

を示す．また，毎日 新 聞の各 記 事データには，記事 見 出 し

キーワードおよび本文キーワードが付与されている．そこで，

これらのキーワードをコンテンツの言語情報として利用するこ

ととし，これを用いて概念ベクトルを算出した． 

 
表１  記事データのジャンル別内訳  

番号  ジャンル  記事データ  
1 国際  244 
2 経済  280 
3 家庭  249 
4 文化  162 
5 芸能  90 
6 スポーツ  267 
7 社会  210 
 
 

3.2. 基準マップの生成結果  
本 実験では、上 記７つのジャンルそれぞれに次の要 領で

概念ベクトルを対応付けた．すなわち，各ジャンルに属する

記事データの概念ベクトルの集合を学習データとして，これ

に k-平均法を適用してクラスタリングし，得られた複数のクラ

スタの重心ベクトルによって，ジャンルに対応する概念ベクト

ルを構成した．表２に上記７つのジャンルそれぞれに対応づ

けた概念ベクトル(重心ベクトル)の個数を示す． 

 
表２  ジャンル別概念ベクトルの個数  

番号  ジャンル  概念ベクトル  
1 国際  50 
2 経済  50 
3 家庭  50 
4 文化  30 
5 芸能  30 
6 スポーツ  30 
7 社会  40 
 

これら計 300 個の概念ベクトルを用いて基準マップを生成

した結果を図４に示す．ただし，図で A1 から A7 はそれぞれ

１から７のジャンルに対応する概念ベクトルを表している． 

 

3.3. コンテンツの登録結果  
次に，生成した基準マップに 1,502 の記事データを登録

した結果を図５に示す．ただし，図で A1 から A7 はそれぞれ

１から７のジャンルに対応付けられた概念ベクトルを表してお

り，B1 から B7 はそれぞれ１から７のジャンルに属する記事デ

ータの概念ベクトルを表している． 

 

3.4. 考察  
本 実 験は，分 類 大 系の階 層 の深さが１の場 合であるが、

図４の結果から、基準マップを生成するに際に提案 手 法 が

各 々のジャンルに対 応 付 けられた概 念 ベクトル集 合 を２次

元 上 でクラスタ化 して配 置 し、与 えられた分 類 情 報 の情 報

構造をよく反映していることが分かる． 

基 準マップにおけるクラスタ間の内 容 的な関 連 性 を評 価

すべく，基準マップのいくつかのエリアについて登録されたコ

ンテンツの内 容 を調べてみた．図５で、①のエリアは家 庭ジ

ャンルに属するが、ここに登録されているコンテンツは、「[暮

らしノート]底値表を作ってみよう」「[話しのポシェット]評価分

かれる低価格ビール」など家庭ジャンルの記事データでも内

容がより経済的なものが多く登録されていた。基準マップ上

で左 下 の領 域 に位 置 する経 済 ジャンルとの意 味 的 な連 続

性 が実 現 されているものと考 えられる．一 方 ，②のエリアは

同じく家庭ジャンルのエリアであるが、ここには「[話しのポシ

ェット]主 婦は映 画がお好き」「[いろ色いろ]好 きな色に囲 ま

れて」などより文化的な内容のものが登録されていた． 

本実験では，家庭ジャンルが中心に配置されているが、こ

れは家 庭ジャンルが種々の内 容を持つために，これがすべ

ての中心に配置されたものと考えられる．そしてその多様性

を反映するかたちで周辺に関連する話題を持つジャンルが

配置されたと考えられる．(一例であるが，②に近い文化エリ

アの対 岸 のエリア③には映 画 監 督 や画 家 などのインタビュ

ー記事が登録されていた．) 

なお、阪神大震災に関する記事を社会ジャンルで調べて

みたところ、社会エリアの④の領域にほぼすべての記事が集

中的に登録されていた。 

十分な評価は今後必要であるが、これらの結果は提案手

法が有効に働いていることを示唆するものと考えられる。 

 
 

4. 関連研究  
記 事 データを含 む多 次 元 データを２次 元 上 に分 類 ・マッ

ピングする手法はこれまでにも多数提案されている．例えば，

Wise らは多次元尺度法を用いて大量の文書を２次元上に

配置している[9]．また舘村は，スプリングモデルを用いて多

数の文書とキーワードをユーザ操作によりインタラクティブに

２次元配置する手法を提案している[10]．これらは文書の言

語情報から生 成した特徴ベクトルに基づいて，文書の特 徴

ベクトルが近ければ近いほど２次元上でそれらを近くに配置

するアプローチである．文書の特徴ベクトル間の類似性のみ

を考慮するため，特徴ベクトル集合にクラスタ構造などマクロ

な構造がある場合でも，多次 元空 間である特徴空 間を２次

元 空 間 に縮 退 させる過 程 でそのような構 造 がひずんでしま

い，可視化結果に必ずしも反映されないという問題がある。

このような課 題に対する取組 みとして吉岡らは k-平均 法 と

人工神経回路網である NeuroScale[11]を組み合せた可視

化技術を提案している[12]．この手法では，特徴空間のクラ

スタ構 造 を推 定 した後 にクラスタ重 心 を対 象 に２次 元 可 視

化し，その可 視化 結 果に対 して各々の文書を２次 元 上に，

その特 徴 ベクトルとクラスタ重 心 との距 離 を考 慮 しながら配

置 している．文 書の２次 元 空 間への追 加 登 録 を前 提として

いる点は我々の提案手法と類似するが，我々の手法は，吉
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岡らのクラスタ構造の２次元 配置への反映に加えてさらに，

事前に与えられた分 類 大系 の構造をクラスタ構造の２次 元

配置に反映することを目指している点で，吉岡らの手法と異

なると考えている．すなわち，分類大系の階層構造にしたが

うよう，クラスタ化を階層化して配置する点で異なると考えて

いる．また，文 書 を２次 元 可 視 化 する技 術 に SOM がある

[13]．これは特徴空間のクラスタ構造を２次元可視化する手

法と捉えることができるが，吉 岡らの手法と同 様，分類 大 系

の構造をクラスタ構造の２次元配置に反映させることを目的

としていない点で異なる． 

 
 

5. おわりに  
本稿では、コンテンツに付与されたジャンルなど分類情報

と概 要 説 明 文 書 など言 語 情 報とを統 合 的 に処 理 して分 類

情報の情 報 構造とともにコンテンツ間の内容 的な関連 性 を

表現した２次元マップを生成する方法について提案した． 

提 案 手 法 は，２次 元 マップに分 類 情 報 の構 造 が巨 視 的

に反映されるため、ユーザにとってはマップの構造理解が容

易であるという利点がある。また逐次登録を前提とした手 法

を実 現 しているため，土 地 鑑 を活かしたコンテンツの探 索 ・

散策活動の支援が可能である． 

今後の課題としては、分類大系を多階層化した場合の評

価を含め、定量的な評価をなど本格的な評価が挙げられる．

また，最下層ジャンルに対応透ける概念ベクトルの最適化も

挙げられる．今回の実験では，k-means により半手動により

対 象コンテンツから作 成したが、今 後は機 械 学 習 技 術など

を用いて最適な概念ベクトル集合を自動的に決定する手法

などを検討したい。 
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図４ 基準マップの生成結果  

④  

②

③

①

図５ コンテンツの登録結果  
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